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九州大学の加速器施設で使用している放射線可とう性材料の中性子遮蔽特性を得るために、若狭湾エネル

ギー研究センターのシンクロトロンで水ターゲットに 55 MeV/u Heビームを照射し、生成された中性子の

透過率を測定した。PHITSを用いて同様の体系で計算を行い実験結果と比較した。 
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1. 緒言  

	 九州大学伊都地区に建設した加速器施設建屋の既設建屋との接続部において、新規に開発した柔軟性を

持ちつつ放射線遮蔽性能を有する可とう性材料を採用した。また熱中性子の遮蔽能力向上のために、B4C

を含有する材料も開発した。本研究では、今回開発した材料の 100 MeV以下の中性子遮蔽特性を実験的に

得ることを目的とし、中性子透過率の測定を行った。比較のために、コンクリートについても同様の測定

を行った。またこれらの材料について PHITSコードが中性子遮蔽特性を再現するか検証するために、実験

と同様の体系で計算を行い、実験結果との比較を行った。 

2. 実験  

	 本実験は若狭湾エネルギー研究センターのシンクロトロンで行った。55 MeV/uのヘリウムビームを厚さ

45 mmの水ターゲットに照射し、生成した中性子の透過率を NE213有機液体シンチレータを用いて飛行時

間法で測定した。試料は可とう性材料、B4C を含む可とう性材料、コンクリートの３種類を用いた。試料

の厚さを可とう性材料は 0 cmから 20 cmの 5点、コンクリートは 0 cmから 18 cmの 4点とした。 
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                               図 1. 実験体系の模式図  

3. 結果  

測定した中性子エネルギースペクトルの 20 MeVから 100 MeVの領域を積分し、それぞれの試料に対し

て中性子の減弱の変化から減弱係数を求めた。B4C を含まない材料の中性子減弱係数はコンクリートの

65 ％程度、B4C を含む材料はコンクリートの 75 ％程度であった。熱中性子の遮蔽能力向上のために B4C

を含ませた材料はこのエネルギー領域において、B4C を含まない材料よりも高い遮蔽能力を有することが

分かった。また PHITSの計算結果はすべての材料で中性子減弱係数を過大評価する傾向を示していた。 
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